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子どもの頃から私は，「白衣の天使と言われて
いるけど，実際のナイチンゲールは権力べったり
の嫌な女だった」と信じてきました。
はてさて，いったい誰がそんな話を吹き込んだ

ものか。母が市民運動をしていた関係で，私は，
反権力な大人に取り囲まれて育ってきました。こ
の話も，多分その中の誰かが吹き込んだのだと思
われます。
そんな先入観を持ちながら読んだ『ナイチン

ゲール伝』は，そんな私の確信を一面では深める
と同時に，権力志向だけではない魅力も感じさせ
てくれました。
著者の茨木保氏は，医師にして漫画家。この評

伝も，漫画で書かれています。茨木氏はナイチン
ゲールを，看護を確立し，病院を変えた変革者と
して描きます。
膨大な仕事を成し遂げた彼女は，多くの人を犠

牲にし，自らを病に閉じ込めてエネルギーを爆発
させる，心の闇の深い女性でもありました。目標
のために，権力者とも進んで手を組んだ。「ナイチ
ンゲールは権力べったりの嫌な女だった」という見
方が生まれるのも，あり得ることと思います。
ただ，この本に出てくるナイチンゲールは，信

念，情熱，強迫性など，内的な衝動に突き動かさ
れて，仕事を成し遂げた人に見えます。その意味
では，権力者と組むというのは，彼女にとっては
手段に過ぎず，権力志向が強かったとばかりは言
えません。また，彼女の犠牲になって，過労から
命を落とした人までいたようですが，その人たち
は恐らく，進んで我が身を捧げたのでしょう。

才能に恵まれ，人を動かす才覚を持つ，ボー
ダーラインチックな女性。彼女は，晩年は寝たき
りになりながら，人を操作し，最後まで強迫的に
仕事を続けたのでした。
「彼女は天使……彼女は悪魔……彼女は天才
……彼女は嘘つき……」と，著者はナイチンゲール
の多面性を描いています。私がそれに続けて言う
なら，「彼女は強迫症……彼女は境界型人格障害
……」。そんな風にも読めます。どこまで彼女が自
分の精神病理に気づいていたかはわかりません。
けれども結果として，彼女はそれを手なずけ，膨
大な仕事の成果を生み出しました。
著者の愛情も感じられ，私はこの本に描かれた

ナイチンゲールには，とても魅力を感じます。彼
女はとても生きづらく，なすべき仕事に没頭する
ことのみが，生きるすべだったように見えます。
彼女は「ナイチンゲールだから許されること」を

たくさんやって，その生を終えます。常に孤独で
あったでしょうが，一面では，実にうらやましい
人生と言えるでしょう。
正直言って，上司としては勘弁です，彼女。も

う，殺されてしまう。でも，実害がなければ，と
てつもなく魅力的な女性なのは間違いなし。遠い
昔のレジェンドとして感謝しつつ振り返るには，
これほどすばらしい人はいません。
ナイチンゲールと『看護覚え書』は，看護師なら

学んでおきたい歴史の重要事項であり続けるで
しょう。この本はそのための出発点として，まさ
にふさわしい本。是非多くの方に読んでいただき
たいと思います。

ナイチンゲール伝
図説　看護覚え書とともに
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ナイチンゲールだけに許された自分にも人にも厳しい人生
評者◎宮子あずさ　看護師，著述業

©
IG

A
K

U
-S

H
O

IN
 L

td
, 2

01
4

2026/09/26 00:31:54


